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【状態量としての H, S, G】 
ΔfH°, S°, ΔfG° の表を用いて以下の問いに答えよ。 

 
[1]  
 
 
[2]	 H2S の燃焼熱を求めよ。H2O は液体とする。 
 
[3] 
 
 
(1) 定圧反応熱を求めよ。 
(2) 反応のエントロピー変化を求めよ。 
(3) (1)と(2)の結果を利用して、ΔrH （減で発熱）と  
ΔrS （増で乱雑）を比較することにより、この反応 
の進行の可能性を考えよ。 
(4) 反応のギブズ自由エネルギー変化ΔrGを、ΔfG°  
の表を利用して求め、(3) の結果（ΔrH – TΔrS）と 
比較せよ。 
 
[4]	 次の反応が 25℃で自発的に進行するかを判定せよ。 
 
 

  

略解： 
[1] –3.12x103 kJ mol-1 
[2] –563 kJ mol-1 

[3] (1) –311.4 kJ mol-1;  
(2) –232.5 J K-1; (3) –242 kJ mol-1 

[4] ΔrG° の符号を調べる。○,○,○。 
計算上の注意：通常、S の単位は kキロは入
らず、Hや Gには k が入る。TS項は Sを約
300倍つまり約 2桁半大きくするので。 



相転移 
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気体の状態変化 

[8]  

 

 

[9]  

 

[10] 

 

 
 

「理工系学生のための化学の基礎」柴田ら著（共立出版）より 
 
注：生成の f、反応の r	などは、昔は物理量文字の右下に書いた。今はΔの右下に書く。ΔrH°, ΔrS°, ΔrG° 
	 	 右上の丸は標準状態１気圧の意味。熱力学では断りないとき 25°C。標準の定義には変遷がある。 

 

エントロピーが状態量であることの説明（「物理数学の直観的方法」長沼伸一郎著 p.146-147） 

 


